
■言葉と世界■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 320 号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mail と Facebook で松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

オンラインの議論をご希望の方は、気軽に返信ください。 
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1. トピックス：断食・ひとまず終了 

 

ホントにどうでもいいお知らせなんですが、約 2 か月間に及ぶ「断食」を、先週でひとまず終了いたしました。 

断食と言っても色々ありますが、僕がやったのは「間欠的ファスティング」と呼ばれる、普段の生活の中に断食

を組み込むやり方です。 

実は 5 年ほど前から 1 日 2 食（朝と夜）にして昼食をとらなかったのですが、じわじわ体重が増えてきたので、

食事自体を「１日おき」にしてみました。 

7 時に朝食、19時に夕食をとるならば、全ての食事が 12 時間間隔となりますが、これを 1 日おきにすれば、19

時の夕食から翌々日 7 時の朝食まで「36 時間の断食」をすることになります。 

4 月 3 日からスタートして、火木土は食事せず、日月の 2 日を除いて 1 日おきの断食を 2 か月間続けました。 

・ 

初めは断食明けの朝食（まさにブレイクファスト）が、少し負担を感じましたが、ゆっくりよく噛んで食べるこ

とで辛さはすぐに無くなり、むしろ敏感に味を感じるようになりました。 

主食はすべて玄米ですが、これにゴマ塩を振りかけて食べることにして、ご飯のためにおかずに味をつけるのは

やめました。 

おかげで、野菜やおかずには調味料で味を加えることはせず、トマトをおかずにキャベツを食べるような楽しみ

方を覚えました。 

それと、断食の日は食事はしませんが、水の他にも具無しの味噌汁や昆布茶、しいたけ茶などで塩分の補給に気

を付けました。 

結局 2 か月経過しても快調で、このままいつまでも続けられると思いました。 

・ 

でも、そろそろやめようと思い立ったのは、筋肉量の低下です。 

初めは断食の日に合わせてプールに行ったり、残りの日も 1 時間ずつ歩いたり運動を心掛け、自宅の机と椅子も

追い出して、立って仕事をするように心がけました。 



でも、コロナのおかげでプールは休業し、早めの梅雨で雨の日が続き、ずるずると運動不足になりがちです。 

体重は順調に 10 キロ程度減りましたが、体脂肪率が下がらないのが気がかりです。 

そこでひとまず断食をやめて、食事をしながら運動したいと考えました。 

・ 

そんなわけで、あなたのまちや仕事場を訪ね、歩き回りたいと思います。 

どうぞ気軽に誘ってください！ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログより：言葉と世界 

 

かつて、「世界は言葉でできている」という言葉に違和感を感じた僕は、「言葉は世界でできている」と唱えたこ

とがある。 

当時の僕は、勝手に「世界学」を提唱し、次のように説明した。 

「言葉で世界を説明出来るのは、世界のすべてに対応する言葉を用意してあるからであって、世界が言葉で出来

ているからではありません。その証拠に、個々の言葉を説明するには、世界の「それ」を指し示すしかできず、

私たちは自分で感じ取った世界に言葉を当てはめているにすぎません。そこで、言葉の意味や構造を、理屈で考

えるのでなく世界から直接感じとり、世界そのものの構造を探っていきたいと思います。

http://nanoni.co.jp/juku/e/」 

当初はサブタイトルとして「･･･言葉は世界でできているのだから」と書いていたのだが、今は「･･･言葉の構造

を知ることで、世界の構造を解き明かす」と直している。 

・ 

この「ささやかな変化」を、昨日のイベントが思い出させてくれた。 

昨日は墨田区の北側「八島花（八広・京島・文花）エリア」で街歩きを行った後、僕が誘った仲間たちとプロジ

ェクトの若者たちで、仲良く遅くまで語り合った。 

僕に与えられたお題は「みんなで地主」だったので、「みんなが地域の主になることこそが、ホントの民主主義」

と熱く語った。 

だが話せば話すほど、誰もがきょとんとした釈然としない顔つきだ。 

だから僕は、こんな説明を付け加えた。 

・ 

地主とは、8 世紀ころ、荘園制度の中で開墾した者に土地所有を認める”地主職（じしゅしき）”と呼ばれる役割

の名称が起源のようだ。 

それが時代とともに”名主”や”庄屋”に変化したが、明治維新でその社会的役割は地方自治体に引き継がれた。 

以後、小作人をこき使う"寄生地主”という呼び名が定着したが、戦後の農地改革でほぼ解体消滅した。 

地主は土地所有者なので、「みんなが地主」とは「みんなが土地所有者になること」を意味しているが、それは所

有権を購入したり、登記することでなく、所有者と「家族」になって所有すること。 

そして「家族」とは、血縁関係のことでなく、「家族として認め、受け入れる仲間」のこと。 

さらに「所有」とは、昔「あらゆる」と読む言葉だったのが、明治時代に「オーナーシップ（Ornership）」の訳

語として生まれた和製漢語だ。 

なので、「みんなで地主」とは、国づくりを政府に委ねた 150 年前の失敗を乗り越えるため、仲間と社団法人を

作って不死身になり、仲間と一緒に国を作ること。 

・ 



こんな話をした後で、皆さんから感想を聞くと意外な言葉が返ってきた。 

まず意外だったのは、「いつも分かりにくい松村さんの話が、今日はとても分かりやすかった。」という僕の仲間

からの発言だ。 

そして「松村さんが書いた”地主の学校”をみんなで添削したけれど、それは無駄じゃなかったね！」という言葉

は、更に嬉しかった。 

これを聞いた初対面の若者たちの表情が、見る見る和んで行くことも感じられた。 

それは恐らく「自分の理解は、たぶんそれで間違いないのだろう。」という安堵ではないだろうか。 

そのおかげで、僕自身も体がぽかぽか暖かくなるのを実感した。 

・ 

かつてソシュールという言語学者が唱えたこんな理屈が、「構造主義」の元になったと言われている。 

例えば「虹は何色あるか」という質問に、日本人は 7 色、アメリカ人は 6 色、ドイツ人は 5 色と答えるのは、

「赤」と「red」と「rot」の意味の幅が違うことで見る世界も違ってくることの一例で、日本語には、赤・橙・

黄・緑・青・藍・紫というそれぞれの「言葉」があるから、「虹」が 7 色に見える。 

終戦後、サルトルが唱えて大ブームとなった「実存主義」的に言えば、実際に虹があるからその色の話ができる

のであって、それを他人がどう思おうと本質ではないのかもしれない。 

だが、「世界を説明するための言葉が、世界の理解を形作り、人はその思い描いた世界＝言葉の構造に影響され

る」という構造主義が、次第に実存主義を駆逐していったようだ。 

・ 

僕の頭の中に合った「言葉と世界はどちらが先か？」的な議論は、「実存主義 vs 構造主義」のミニチュア版だ。 

僕は、両者を比較するのではなく、両者は一体何のためにあるのかを考えるようになった。 

確かに、「世界（実存）」を説明するために「言葉（構造）」を使うし、その逆に「言葉」を説明するには「世界」

が不可欠だが、どちらも「説明という手段」であって、「目的」ではない。 

だが、僕の目的はどちらかと言えば、場合によって両方が目的になる。 

僕は「みんなで地主」という考え方を理解して欲しいと願ったが、僕の説明だけではそれは叶わなかった。 

だが、一部の人から「その説明でよくわかりました」と言ってもらえたことで、多くの人がその理解を受け入れ

てくれたように思える。 

つまり、理解するという理屈（構造）と、それを受け入れるという行動（実存）は、連動しているのではないだ

ろうか。 

・ 

と、ついつい分かりにくい話になってしまったが、僕の話が分かりにくいのはお許しを。 

つまり、「言葉でイメージする世界」と「現実に身を置いている世界」の両方を重ね合わせた世界に生きているこ

とを、僕は昨日再認識した・・・というわけだ。 

 

http://nanoni.co.jp/20210607/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週のお誘い＋今後の予定 

【凡例】 

■リモート、２ｍ面談など歓迎：方法をご提案ください 

○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 



●同行可能：僕の訪問先にお連れできます。 

★参加可能：あなたも参加可能な予定です。 

△同席不可：予定の前後は面談可能です。 

▲留守不在：すみません、留守のためお許しを。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（火）06/08 ■〇いづみ作業日 09-17 時 

 09-17 時 〇アントレハウスいづみ（反町） 

（水）06/09 ■〇◎なのに作業日 09-21 時 

   10-12 時 ★訪問：多世代のいえ（三鷹） 

（木）06/10 ■〇◎なのに作業日 09-21 時 

 16-17 時 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

 17-19 時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

 19-21 時 ★一宮庵クラブ運営会議（成城） 

（金）06/11 ■〇◎なのに作業日 09-21時 

20-21 時 ■カプラー起業交流会（リモート） 

（土）06/12 ■〇◎なのに作業日 09-21 時 

 09-17 時 〇アントレハウス笑恵館（笑恵館） 

（日）06/13 ■〇◎なのに作業日 09-21 時 

（月）06/14 ■〇◎なのに作業日 09-21 時 

■その後の予定 

06/15 10-17 時 〇アントレハウスいづみ（反町） 

06/17 13-17 時 ★なるほどデイ（笑恵館） 

06/17 18-20 時 ★笑恵館完全持ち寄り食事会（笑恵館） 

06/19 09-17 時 〇アントレハウス笑恵館（笑恵館） 

06/24 10-12 時 △HFA定例会（渋谷） 

06/24 17-19 時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

07/01 20-22 時 ★名栗の森オーナーシップクラブ 7 月例会（リモート） 

07/08 16-17 時 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

07/08 17-19 時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

07/08 19-21 時 ★一宮庵クラブ運営会議（成城） 

07/09 20-21 時 ■カプラー起業交流会（リモート） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 



自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 

 


